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要 旨 

 

背景・目的：肝機能障害を合併した過度のアルコール摂取は、骨格筋に影響を与えると考えら

れている。本研究は、男性高齢者における過度なアルコール摂取、肝線維症、および骨格筋量

減少との関連について検討することを目的とした。 

 

方法：肝疾患の治療歴のない 799 人の和歌山在住の男性高齢者（71±3 歳）を対象とし、横断

研究を行った。四肢骨格筋量（ASM）の評価には、生体電気インピーダンス法を用い、身長で

標準化した ASM指数を用いた。肝線維症は、参加者の年齢、AST値、ALT 値、および血小板

数から算出した Fib4指数≥2.67とした。飲酒量は、自記式問診票に基づき、飲酒の種類、飲酒

頻度、1 日あたりの飲酒量からエタノール摂取量(g/日)を推定した。非飲酒者、中程度飲酒者

（<20g /日）、過剰飲酒者（20g/日以上）に分類した。統計解析は多変量解析を用いた。調整因

子には年齢、トリグリセリド、HbA1c、アルブミン、喫煙歴、座りがちな行動を用いた。 

 

結果：過剰飲酒者の中で、肝線維症のある人はない人より ASM指数よりも有意に低かった。し

かし、非飲酒者と中程度飲酒者では、肝線維症と ASM指数と有意な関連は認められなかった。

重回帰分析の結果、Fib4 指数は、交絡因調整後も ASM 指数と有意に関連した。Fib4 指数と

ASM指数の関連性は、非飲酒者や中程度飲酒者よりも過剰飲酒者の方が顕著であった。 

 

結論：男性高齢者において、肝線維症は骨格筋量減少と関連した。肝線維症と過剰なアルコー

ル摂取は筋肉量減少に対して相乗作用がある可能性を示唆した。 

 


